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伐採木の簡易材積測定法について（資料）

砂川季昭＊

SueakiSuNAKAwA：Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｏｆｔｈｅｖｏｌｕｍｅｓｏｆｔｈｅｃｕttingtrees．

Ｉ緒 ＝

伐採木の材積測定法には，いろいろの方法があるが，樹幹折解による求積法が一般に採用されてい

る。樹幹析解法も円板の採取方法に種々異った方法が発表されているが，要は真材積に近い材積を求

めようとする所にこの方法の特長がある。

現存する沖縄の森林はほとんどが広葉樹林であり，針葉樹は僅かにリュウキュウマツが生育してい

るだけである。広葉樹は針葉樹に較べるとその経済的価値も低く，本調査は，現場で円板を採取する

ことなく，広葉樹の材積を簡単に求める方法を，測定の位置をいろいろと変えて検討したものであ

る。

Ⅲ測定方法

１）普通おこなわれる樹幹析解法で，円板を採取することなく，所定の位置を輪尺で長短２方向の

直径を測定し，フーバー法で求積した。……普通法とする。

２）０．３ｍ以上を１０等分し，それぞれの位置を輪尺で測定し，スマリアン法で求積した。……１０

等分法とする。

３）０．３ｍ以上を５等分し，それぞれの位置を輪尺で測定し，スマリアン法で求積した。……５等

分法とする。

４）０．３ｍの箇所と枝下高の上下３０ｃｍの箇所の計３カ所を輪尺で測定し，スマリアン法で求積

した。……枝下高上下測定法とする。

５）０．３ｍの箇所と枝下高の上下３０ｃｍの箇所の測定値を平均してスマリアン法で求積した。…

枝下高上下平均法とする。

５）上記各種測定値の精度を検討するためキシロメーターによる求積もおこなった。．.…･測容法と

する。

111浜リ定結果

各標本の各種測値は第１表の通りである**･

前記６方法で求積した結果は第２表に示してある（0.3ｍ以下の根株材積は除外した)。

第３表には各標本の各種測定値の誤差を測容法の数値を基準にして示した。

第４表は分散分析表である。

＊
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これらの標本は，ある林分の材積を標準木法で推定するために，ウーリッヒ第Ⅱ法で各級２本づ
つ選定したものである。
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第１表標本の各種測定値

枝下高標本番号 樹 種 胸高直径 樹 局

ｍ
１
０
４
６
２
４

●
●
■
●
●
●

４
４
６
６
２
２
１
１

１，

４．２

４．４

６．５

6.7

6.4

7.7

１，

２．４

３．３

４．３

4.8

2.7

5.7

１
２
３
４
５
６

チ
ィ
ー
ィ
イ
ュ
ィ

コノ《ンモ

シノミニッケ

オキナワシ

オキナワシ

イジ

オキナワシ

第２表各種測定法による求積結果一覧表

枝下高上下|枝下高上下平｜
測定法(m3)|均法(m`）’

10等分法
（ｍ３）

普通法
（ｍ３）

５等分法
（ｍ３）

測容法
（ｍ３）

標本番号

１
２
３
４
５
６

0.0034

３８

１３３

１３６

３５５

４４１

0.0036

３８

１３２

１４３

３２６

４５９

0.0046

３８

１３８

１４３

３２３

５０１

０．００３７

３８

１２５

１３９

３３９

４８２

０．００４５

３６

１３９

１４１

３１７

４９７

０．００３６

４４

１４１

１４１

３３５

４８６

計 0.1137 0.1134 0.1160 0.1189 0.11751０．１１８３

第３表各種測定値の誤差率

枝下高上
下平均法|梺艫表

lＴｉ
標本番号｜普通法’１０等分法，５等分法 測容法

１
２
３
４
５
６

－５．６

－１３．６

－５．７

－３．５

＋６．０

－９．３

＋2５．０

－１８．２

－１．４

０

－５．４

＋２．３

０
０
０
０
０
０

０

－１３．６

－６．４

＋１．４

－２．７

－５．８

＋２．８

－１３．６

－１１．３

－１．４

＋１．２

－０．８

＋１．４

－３．６

＋３．１

第４表－１分散分析の計算準備表

作業別

～

～

～

～
～

標本番号

枝下高上
下平均法

枝下高上
下測定法

普通法’１０等分法’５等分法 測容法

１
２
３
４
５
６

９４．４

８６．４

９４．３

９６．５

１０６．０

９０．７

100.0

８６．４

９３．６

１０１．４

９７．３

９４．４

127.8

８６．４

９７．９

１０１．４

９６．４

１０３．１

125.0

８１．８

９８．６

100.0

９４．６

１０２．３

６０２．３

６１，４５２．６５

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１

102.8

８６．４

８８．７

９８．６

１０１．２

９９．２

計

平方和

５６８．３

５４，０４３．５５

５７３．１

５４，８８６．５３

613.0 600

60,000.00

５７６．９

５５，７０４．５３ 63,586.741
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第４表－２分散分析表

要 変動自由度不偏分散分散比因

4．３１

１．１５

1315.0

283.6

1232.9

５
５
５
２

263

５６．７２

４９．５１６

プロツク

処理

誤差

2831.5 3５全

Ⅳ考察

第２表および第３表によると，６本の材積計は10等分法がその精度は悪く，－番簡単な方法で精度

も悪いのでないかと思はれた枝下上下測定法が良い結果を示している。ただし，各標本毎の誤差の絶

対値の平均値を求めると１０等分法が最も小さく，枝下高上下平均法が最大で変動も大きい。以上の

ことは，１０等分法が標本毎には安定した測定値が得られるということを示し，枝下高法は変動は大き

いが，いくつかの標本の値を合計するとおよそ全体の材積を推定するのにさしたる不都会のないこと

も示している。

さらに分散分析表より考察すると５％レベルで有意とはならず，各種測定法間には差のないことが

考えられる。

ただし，上記各種の簡易測定法は，各標本の樹高が８ｍ未満なので，さらに樹高が高くなればこ

の結果がどうなるかは推論できない。

Ｖ摘 要

本調査は，経済価値の低い広葉樹の材積推定をなす場合，円板を採取することなく，測定箇所をい

ろいろと変えて求積し，その結果について検討したものである。

簡易測定法５通りについて求積結果を検討したが，何れの方法によるも全体的の材積を推定するに

さしたる不都合はないように考えられ，現地における調査は樹高が１０ｍ以下の林分であれば，本調

査による何れの方法を採用してもよいであろう。


